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教科担任制加配の指導体制

〇 町内２校を兼務している。
〇 日課の中に教材研究の時間を確保し、授業の質の向上を図った。
〇 校務支援ＰＣ、学校間の共有フォルダを活用。
〇 教材教具を２校間で兼用することで、不足している教具等を補っている。
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授業の質の向上をめざして

【実践例】６年生 社会科

• 中学校生活を見据え、児童の主体的な学習につながるよう意識して単元を進めた。

• 単元末テストに向けた学習を、児童が計画的に行えるよう、単元構成を工夫した。

授業

「学習内容確認ワークシート」

学習のまとめミニテスト

単元末テスト

単元構成の工夫

自作のシート

指導書付属の
プリント

単元の終わりにまとめの時間を
設定し、児童に自学を進めさせ、
学習内容の定着を図る。
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授業の質の向上をめざして

社会科 歴史分野では、単元ごとに教科担任が

を作成し、児童に既
習事項の確認や復習を行わせる活動を展開する
ことで、学習内容の定着を図った。

「学習内容確認ワークシート」

「学習内容確認ワークシート」の例

不明な点は教科書や資料に立ち返って確認し、
「なんとなく」を「なんとなくで終わらせない」
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授業の質の向上をめざして

児童のノートより

授業の様子

自力解決の場面では
教科書、資料集、
そしてICTも活用
している。

出来事だけでなく、背景に
ついてもノートに整理していく
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授業の質の向上をめざして

○児童の教科担任制授業に対する関心意欲アンケート結果には、以下のような記述があった。

・ 専門的に教えてもらえて分かりやすい。
・ これまで以上に、詳しく教えてもらえる。
・ 教科によって先生が代わることで、頭の切り替えができる。
・ 自学自習の習慣づけのきっかけとなった。

・教科によって先生が変わることに慣れるのに時間がかかった。

６年生については、児童が慣れ親しんだ環境において教科担任制を体験することで、中学校入学前に
中学校生活を見据えた経験を行えたことは、中学校生活への円滑な移行を進めていく上で効果があっ
たといえる。
また、学習に対して「単元を意識した主体的な学び・自学自習の習慣づくり」にもつながっている。

成果
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多面的な児童理解

生徒指導暮会において、全教職員で
児童の様子について交流。

変更前

変更後情報共有の時間確保のため変更

全教職員共通理解のもとに指導を行う。

年度当初は、教科担任の勤務日外の
曜日に生徒指導暮会を設定

教員間で児童の頑張りを共有することで、児童の自己有用感、肯定感を育成するきっかけが増えると共に、生
徒指導の面においても、効果的な声掛けにつなげることができた。

成果

「児童と向き合う時間が確保されている」と感じる
教員の割合 １００％
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学級担任の負担軽減のために

・ 授業準備や教材研究を行うことができた。
・ 宿題等の提出物を当日に確認し返却することができた。
・ 個別指導にかける時間を充実させることができた。

成果

○学級担任の担当授業数を軽減することにより
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〇成果（学習面）

・ 教科担任制を進める中で、児童は「これまで以上に、専門的に詳しく教えてもらえる」

という意識をもち、児童の学習に対する関心・意欲が高まっている。

・ 学年間において系統的な学習や教材研究を行うことで、授業の質が向上するとともに、

基礎学力が向上している。

・ 単元のまとまりを意識した自学自習の習慣が、児童に身に付きはじめている。

・ 教科によって先生が代わることが、児童にとって学習の切り替えの良いタイミングと

なっている。

社会テスト平均値 １学期 79.6点 → ２学期 80.2点

理科テスト平均値 １学期 72.9点 → ２学期 76.7点

第６学年

〇成果（生活面）
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・ 中学校生活への円滑な移行を進めていく上で、児童が進学への見通しをもつことが

できている。

・ 授業準備や教材研究、個別に指導する時間が充実し、教員が児童と向き合う時間

が確保されていると感じている。

・ 生徒指導暮会等において、児童理解を深める時間を確保することにより、教科担任

のみならず、全教職員が共通理解のもと、指導を行うことができた。
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〇課題

個に応じた指導を進めていくためにも、
連携方法等、引き続き工夫していく必要がある

＜町内２校を兼務する良さ＞

児童の様々な実態や考えに触れることができ、
指導力向上・授業改善に大いに役立つ。

児童の実態把握の面において、より綿密な連携を行
うことが必要であり、連携時間の確保が難しい。

しかし
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